
９月は「信州 火山防災月間」です！
8月26日から9月27日までは「信州 火山防災月間」です。

この機会に浅間山に興味を持ちましょう。

　ここ20 ～ 30年間は小規模な噴火や火山性地震はありましたが、比較的静かな状況が続いています。
　令和８年５月22日には噴火警戒レベルがレベル１に引き下げられました。

浅間山の近況

・「浅間山火山防災マップ」を確認し、警戒レベルごとにどういった行動をするのか事前に確認しましょう。
・食料品や衛生用品などの非常持出袋に加え、噴火から身を守るためヘルメット・マスク・ゴーグルも準備しましょう。

噴火への備え

  火山ガス
　火口や山腹にできた割れ目から有毒ガス
がふき出します。
  大きな噴石
　火口から、大人の握りこぶしより大きな
岩石が弾道を描いて吹き飛ばされます。
  空　振
　噴火時の爆発によって発生する空気の衝
撃波です。窓ガラスが割れてけがをする恐
れがあります。

  降　灰
　上空の風に乗って運ばれた火山灰が、風下側に降ります。吸い込んでしまうと健
康に影響があります。
  火砕流
　高温の岩石や火山灰が、火山ガスと一体になり斜面を猛スピードで流れ下ります。
  降雨時の土石流・融雪型火山泥流
　火山灰が積もった状態に雨が降ると土石流が発生しやすくなります。噴火が終わっ
ても数年間は土石流が起こりやすい状態が続きます。
　積雪期に噴火によって急激に溶けた雪が、火山灰や土砂と混ざり高速で流れ下る
融雪型火山泥流が発生する恐れがあります。

噴火によって発生する現象

噴火警戒レベルと噴火警報・予報

・風向きによっては居住地域にも火山灰が降る可能性があります。
・斜面に火山灰が積もった状況下では、塩野・清万地区を中心に降雨時に
　土石流が発生する可能性があります。
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火山活動は静穏。
火山活動の状態によって、
火口内で火山灰の噴出等
が見られる。

通常の生活

導入に対し、多くの方にご支援いただきました
ご協力ありがとうございました

　今回、トイレトラックの導入に
あたりクラウドファンディング等
を実施したところ、全国から63も
の個人、企業、協会等の皆さまに
ご賛同いただき、約950万円のご
寄付を賜りました。多くの皆さま
から温かいご支援をいただいたこ
とは、災害時のトイレ環境の重要
性に対する理解と、町の防災体制
強化への期待の表れであると受け
止めています。
　このトイレトラックは、8月から
龍神の杜公園の大型遊具の付近に
設置します。ぜひご覧になってく
ださい。

ご家庭でもトイレの備えをお願いします
　災害時には避難所にトイレ
トラックが設置されます。ト
イレトラックという清潔なト
イレ環境がありますので、大
雨や台風時には避難所に行く
ことを躊躇せずに、避難する
ようお願いします。
　また、こうした災害時には
自宅のトイレが利用できなく
なることも予想されます。非
常食などを備蓄されているご
家庭は多いと思いますが、ト
イレに関する対策もこの機会
に見直し、ぜひご家庭でも携
帯用トイレなどの備蓄を検討
ください。

　災害派遣トイレネットワークプロジェクトに取り
組む一般社団法人「助けあいジャパン」と協定を締結
しました。この協定により、今後災害が発生した際
は、加盟自治体が相互にトイレトラックを派遣し合
うことでトイレ問題を解消することができます。
　「みんな元気になるトイレ」への参加は、県内では
御代田町が初となります。

問い合わせ先　総務課情報防災係（32）3111

県内初!!

　トイレトラックは、水洗式トイレ設備を５基搭載した移動型の災害対応車両です。
そのうち１基はオストメイト対応の多目的トイレとなっており、車いす用リフトや
おむつ交換台等も整備しています。

　７月６日（月）に災害用トイレトラックのお披露目式を実施しました。
　災害時のトイレ不足は災害関連死を引き起こすなど深刻な問題です。被災者の衛生環境を確保し、
避難生活でのトイレ問題を解消することを目的として、災害用トイレトラックを導入しました。

成人の平均
排泄回数

国が推進
する日数

５回×７日
＝35回分/週
　　が必要です!

１人
あたり

トイレの備蓄は

災害派遣トイレネットワークプロジェクト
「みんな元気になるトイレ」に参加します

　　　
　　　　

災害派遣トイレネッ
トワークに加入し、助けあいの輪を広げます。   　 

長野県
内初! 

災害用ト
イレトラックを導入しました災害用ト
イレトラックを導入しました

みよた広報 やまゆり  2026年8月号（4）（5）みよた広報 やまゆり  2026年8月号


